
次の定例会中の委員会で審査する請願・陳情の提出期限は、12月1日（金）午後5時までです。

国民全体の負担が増える恐れがある大
阪・関西万博の中止を求める意見書

2025年日本国際博覧会の準備の遅れが問題となっている。建設費、インフラ
整備費用は膨張している。府民・国民の負担が増えることにならないよう、
関係団体と十分に協議し中止も含め検討することを求める。

× × × × △ △ △ △ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 議 〇 〇 〇 〇 × 原案可決

人道的見地で難民政策の見直しを求め
ることに関する意見書

入管から難民認定担当を独立させ、基準を明確化し審査への弁護士等の立会
など認定されない状況を改め、裁量による無期限収容をなくす。仮放免者の
就労、自治体判断で各種行政サービスの提供を可とすることを求める。

× × × × 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 × 〇 〇 × 原案可決

精神科病院の虐待・人権侵害を断ち切
ることを求める意見書

滝山病院事件は一医療機関の患者への虐待や人権侵害だけでなく日本の精
神科病院と施策が抱える構造的問題である。病院の実態調査と入院者救済
策、実効性のある再発防止策、信頼できる精神科医療にすることを求める。

〇 〇 〇 〇 〇 △ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 △ 〇 〇 〇 原案可決

女性トイレの設置維持及びその安全と
安心の確保を求める意見書

労働安全衛生規則第６２８条等のトイレにおける原則「男性用と女性用に区別
して設けること」を維持し、不特定多数が使うトイレについて女性用を維持
し、女性の安全・安心を確保するために諸方策をとることを求める。

〇 〇 〇 〇 △ 〇 × △ △ 〇 × × × × × 〇 〇 議 × 〇 × × 〇 原案可決

米軍横田基地でのＰＦＡＳ（有機フッ
素化合物）漏出について、立ち入り調
査と全容解明を求める意見書

米軍横田基地でのPFAS（有機フッ素化合物）を含む泡消火剤の漏出情報の
存在を防衛省が認めた。PFASは、人間に与える影響が判明している。早期
に米軍横田基地への調査と全容解明に全力を挙げることを求める。

× × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 △ △ 議 〇 〇 〇 〇 × 原案可決

食料自給率の向上と農業従事者の支援
を求める意見書

1 農業従事者数確保に向けた年次目標の計画策定、 2 政府が定めた食糧自給
率生産費ベース75%への向上、 3 耕作放棄地の現状把握、再生と有効利用の
具体策、 4 農業生産発展と平均農業所得向上の年次計画策定を求める。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

ブラッドパッチ療法（硬膜外自家血注
入療法）に対する適正な診療上の評価
等を求める意見書

脳脊髄液漏出症で、日常生活を阻害する症状に苦しむ患者に対し、ブラッド
パッチ療法が保険適用となったが、要件の「起立性頭痛を有する患者」とい
う条件を伴わない患者がいる。適切な措置を講ずるよう強く求める。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

脱炭素と自然再興に貢献するサーキュ
ラー・エコノミー（循環型経済）の推
進を求める意見書

気候変動防止に向け脱炭素化や生物多様性の保全等は、持続可能な人類社会
にとって最も重要な課題。国に、循環経済関連ビジネスを新たな成長産業と
位置付け、脱炭素と自然再興に貢献する循環型経済の実現を求める。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 △ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 △ × 〇 〇 原案可決

国内最古の高浜原発 １ 号機再稼働に抗
議し、「原発ゼロ」の実現を求める意見
書

運転開始後49年の高浜原発 1 号機を、12年ぶりに再稼働した。原発は重大事
故を起こすと人間の手には負えないことを東京電力福島第一原発の重大事
故で経験した。省エネの徹底と再エネの計画的な導入を求める。

× × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 議 〇 × 〇 〇 × 原案可決

離婚後共同親権制度検討に際し、子ど
もの視点に立った議論を求める意見書

共同親権導入は離婚後の家族の在り方に重大な影響が懸念されるが、子ども
の権利保障の観点が不足したまま拙速に議論が進んでいる。子どもの視点
に立ったあらゆるケースを想定し議論を尽くすことを求める。

× × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 議 〇 〇 〇 〇 × 原案可決

健康保険証の存続を求める意見書
令和 6 年秋に現行の健康保険証が廃止され、 マイナンバーカードに一本化さ
れる。しかし、マイナ保険証に関するトラブルが続出している。誰もが安心
して医療を受けられるように、健康保険証の存続を求める。

× × × × 〇 △ 〇 △ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 議 〇 × 〇 〇 × 原案可決

公民館や集会所の冷暖房の安定稼働を
求める決議

昨年度の冬に 3 館、今年度の夏にも 3 館で空調設備の故障があった。老朽化
しており、部品の調達も困難で修理に時間がかかりすぎている。施設の改
修・修繕の時期にとらわれず早急に更新をするなど対策の強化を求める。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

福島原発汚染水海洋放出の中止と見直
しを求める意見書

原発事故で生じた汚染水で他の原発が流すトリチウム水と違う。東京電力
が回収し安全に保管する義務がある。処理汚染水に含まれる放射性物質は
海水で薄めても変わらず総量規制もない。汚染水の発生抑制を求める。

× × × × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 議 〇 × 〇 〇 × 否　決

より多くの市民の利益につながる方法
で新庁舎等建設を行うことを求める決
議

現設計と庁舎等建設に関する協議会で提案された「見直し案」の比較検証を
行い、「見直し案」を参考に、余計な経費がかからない方法、より多くの市
民の利益につながる方法で新庁舎等建設を進めることを求める。

× × × × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 議 × × × × × 否　決

○：賛成　×：反対　△：退席　議：議長（原則、採決には加わらず）
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意見書・決議の審議結果
※　可決された意見書は、国等への関係機関に送付しました。

【会派略称】�自：自由民主党・信頼の小金井　　み：みらいのこがねい　　　子：子どもの権利を守る会　　共：日本共産党小金井市議団　　公：小金井市議会公明党　　お：小金井をおもしろくする会　
参：参政党小金井　　　　　　　　ネ：生活者ネットワーク　　緑：緑・つながる小金井　　　街：街の仲間たち

賛　否　が　分　か　れ　た　も　の

令和 ４ 年度小金井市一般会計歳入歳出決算の認定について × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × × × × × 議 〇 × × × × 決 不認定

令和 ４ 年度小金井市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × × × 〇 〇 議 〇 〇 〇 × 〇 決 認　定

令和 ４ 年度小金井市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 議 〇 〇 × × 〇 決 認　定

令和 ５ 年度小金井市一般会計補正予算（第 ６ 回） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 予 原案可決

小金井市個人番号の利用並びに特定個人情報の利用及び提供に関する条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × × 〇 〇 議 〇 〇 〇 × 〇 総 原案可決

小金井市立公園、小金井市滄浪泉園緑地及び小金井市環境楽習館の指定管理者の指定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × × 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 建 可　決

令和 ５ 年度小金井市一般会計補正予算（第 ７ 回） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × × × × 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 予 原案可決

令和 ５ 年度小金井市一般会計補正予算（第 ７ 回）に対する組替え動議（議員提案） × × × × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 議 × × × × × 即 否　決

小金井市立学校給食費補助金の交付に関する条例（議員提案） × × × × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 議 × 〇 〇 〇 × 厚 否　決

全　会　一　致　と　な　っ　た　も　の

令和 ４ 年度小金井市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について、令和 ４ 年度小金井市下水道事業会計決算の認定について 決 認　定

小金井市空家等対策協議会条例の一部を改正する条例 総 原案可決

小金井市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 厚 原案可決

市道路線の認定について 建 可　決

令和 ５ 年度小金井市国民健康保険特別会計補正予算（第 １ 回）、令和 ５ 年度小金井市介護保険特別会計補正予算（第 １ 回）、令和 ５ 年度小金井市後期高齢者医療特別会計補正予算（第
１ 回） 予 原案可決

令和 ５ 年度小金井市一般会計補正予算（第 ５ 回）、小金井市会計年度任用職員の報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正する条例 即 原案可決

固定資産評価審査委員会委員の選任に関し同意を求めることについて 即 同　意

○：賛成　×：反対　△：退席　議：議長（原則、採決には加わらず）
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議 案 の 審 議 結 果
付託先略称　即：委員会付託を省略し本会議で採決
　　　　　　総：総務企画委員会　　厚：厚生文教委員会
　　　　　　建：建設環境委員会　　予：予算特別委員会
　　　　　　決：決算特別委員会
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